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1は じめ に

長野市松代町に所在す る松原遺跡は,上 信越自動車道の建設に伴い1989年 から3年 間発掘調

査が実施 され,縄 文時代か ら中世 に至 る複合遺跡であることが明らかとなった。そのうち,弥

生時代中期後半の栗林文化期において,当 遺跡は長野盆地で も中核的なムラとして注 目されて

いる。報告書 「弥生編」刊行に向けての本格的な整理作業は,1995年 から実施 され,現 在,土

器,遺 構の整理作業が継続中である。今回は整理作業の過程の中か ら抽出された当該期土器群

の様相 と建物遺構について中間報告 という形で提示したい。

II土 器 の 整 理 作 業 か ら

1様 相

松原遺 跡の弥生 中期後 半か ら後期 に至 る土器 は、 コンテナ数 に してお よそ4000箱 を数 え る。、

現在,様 相 の確 認,接 合,実 測作業 を進 めて いる。作業 途 中ではあ るが5つ の様相 を示 してみ

たい。

[様相1](第1図)SK156(1～12),SB260(13～21)(註1)

器 種 構成 は,壷 ・甕 ・鉢 ・高杯 よ りな る。壷 は細頚傾 向(1～3)で,口 縁部 は短 く外反 し

狭 口に なる もの(13～14)と 口縁部の外 反度 が大 き く広 口傾 向の もの(15)が あ る。体 部の加

飾志 向は一概 に高 い とは言えないが,縄 文,沈 線文,櫛 描文 で縦位 あるいは横位 に文様施 文 を

行 う(1～3,13～15)。 甕 は深鉢型(20)と 卵 型(19)の ものが あ る。文様:構成 は櫛 描羽 状

文,波 状 文 を主体 とす る。胴部 に横羽状文(5,6),刺 突 列点文(17,18),口 縁 部 に指 オサ

エ あ るい は押 し引 きに よる波状 口縁が一定量 み られ る。

[様相2](第2図)SB1102(22～31),SK1333(32～39)

器 種 構 成 は壷 ・甕 ・鉢 ・高杯 よ りな る。 台付甕 ・高杯 が様相1に 比べ て増加傾 向にあ る。壷

は細頚傾 向の もの(22,25)と 太 頚傾 向の もの(23,24,32)が あ り,口 縁部 が大 き く外反す

る こ とに よっ て広 口 とな る(22～24,32)。 様 相1に み られ た,細 首 で狭 口 とな る タ イプ

(25)は 量 的 に減少 す る。太頚壷(33)も み られ る。体部 の加 飾 は,沈 線文,櫛 描文 の施文が
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第1図 様 相1の 土 器 群

1^一12:SK15613^一21:SB260
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第2図 様 相2の 土 器 群

22^一31:SB110232^一39:SK1333



「松原遺跡弥生編」整理中間報告13

第3図 様 相3～5の 土 器 群

40^一45:SK19146^一48:SB22849^58:SDIO
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減少 し,ヘ ラ ミガキによるものが増加する。全面赤色塗彩 を施 した小型壷(27)が みられる。

甕は,頚 部文様帯 に波状文 をもつ もの(29,39),直 線文 を もつ もの,簾 状文 をもつ もの

(30)が あり,体 部に縦羽状文を施文する率が高い。横羽状文,胴 部刺突列点文が減少する。

高杯は鉢 に低脚の台が付いた形 とな り,口 縁端部の形態か ら鍔状口縁(37)と 椀型口縁(38)

がみられる。

[様相3](第3図)SK191(40～45)

器種構成は壷 ・甕 ・鉢 ・高杯 よりなる。壷は細頚傾 向のもの(40)と 太頚傾 向の もの(41

～43)が あるが,後 者が一定量を占め るようになる。体部への加飾は,胴 最大径付近に文様 を

構成す るもの(41,44)は 残存するが,胴 全体 にわたる多段横帯文は姿 を消す。頚部にみ られ

る太いヒゴを束ねた擬簾状文(41,43)あ るいは沈線による鋸歯文(41,44)は 様相4に っな

がる要素である。 口縁部内外面の一部に赤色塗彩 を行 うものが出現する。甕は卵形のものがみ

られ,横 羽状文 もみられる(45)。

[様i相4](第3図)SB228(46～48)

器種構成は壷 ・甕 ・鉢 ・高杯 よりなる。壷は太頚壷(46,47)で 口縁部が大 きく外反 し広 口

傾向となる。様相4に お,いて細頚壷は姿 を消 しているものと考 える。頚部文様帯は様相3,41,

43と 同様な擬簾状文 を施すが ヒゴが細 くな り,櫛 描簾状文に近い様相 を示す。 口縁部内面のみ

を赤彩するもの(46)と 内外面 を赤彩するもの(47)が ある。高杯は椀型高杯(48)が み られ

るが様相2,37の 高杯 と比べ ると脚部がのびている。

[様相5](第3図)SD101(49～58)

器種構成は,壷 ・甕 ・鉢 ・高杯 よりなる。壷は太頚壷(49,50)で,口 縁部が大 きく外反す

る。装飾は頚部に櫛描直線文およびT字 文を施 し,口 縁部内外面および体部に赤色塗彩 を行 う

もの(50)と ヘラミガキをていねいに施 し赤色塗彩 を行 わないもの(49)が みられ る。胴部最

大径付近に付着 させ る隆帯(50)は,様 相2～3に 多 くみられ る。高杯 は鍔状 口縁 の もの

(52)と 有段 口縁のもの(51)が あ り,比 率的には前者の方が多い。甕は口縁部が弓状に大 き

く外反す る。文様施文は櫛歯状原体 を一定間隔毎に器面か らはなして施文す るもの(55,56)

と器面か らはなさずに一回転 してしまうもの(57)が ある。後者は波状文の施文が3～4段 と

少な く胴部最大径 まで文様が及ばない。

2時 期

様相1～3は 弥生時代中期後半栗林式様式を,様 相4～5は 弥生時代後期箱清水様式を示す。

様相1～5は 古い様相か ら新 しい様相への変化 を想定 したものであるが,様 相3と 様相4の 間

には1様 相あるもの と考えている。

松原遺跡は高速道調査部分に隣接 して長野市埋蔵文化財センターが調査 を行 い,報 告書3冊

刊行 されている。寺 島孝典氏は,「松原遺跡III」で弥生時代 中期後半の土器 を松原1期 か ら松

原III期に編年す る。本稿で言う様相1～ 様相3も 寺島編年 と矛盾しない。寺島氏によれば市調

査分の松原遺跡において住居の8割 が松原II期 にあたるという。県センター分の竪穴住居出土
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土器 も様相2が 主体 となる様子が うかがえる。

III遺 構 の整 理 作 業 か ら

1建 物遺構

松原遺跡の建物遺構には,竪 穴住居趾,平 地式建物趾,掘 立柱建物趾の3形 態が存在する

(第4図)。 平地式建物趾は,幅40～60cmほ どの溝が円形,あ るいは楕円形に平面 を区画 し,

内部にi建物構造を有す る。溝で囲まれた範囲の長軸は7～12mを 計 る。平地式建物趾は不明瞭

な点が多いが,竪 穴住居趾同様その中央部に地床炉が存在する。主柱穴は竪穴住居趾のような

大形の掘 り方はなく,小 型のピットが散在する。竪穴住居趾のような対称構造ではな く求心構

造 をもつのではないか と考 えている。平地式建物趾は建て替 えおよび移動によって複雑な切 り

合いをなす。掘立柱建物趾は発掘調査時点で明確な認識がな く,図 面上で復元 したものが大半

となる。1間 ×2間 か ら1間 ×7間 まであ り,長 屋様建物の様相 をなす。 ピッ トは掘 り方が浅

く,径 も小さいことか ら,倉 的機能 よりも住居機能 を考 えたい。

松原遺跡県埋文センター調査地点の建物遺構は,竪 穴住居趾246軒 以上,平 地式i建物趾100棟

以上,掘 立柱建物趾100棟 以上 となる。平地式建物趾,掘 立柱建物趾に伴 う土器の判定が難し

いため,時 期の設定に難行 しているが,3つ の建物遺構は共存 していたもの と想定する。

2栗 林様式期の集落

弥生時代 中期後半の栗林式様式は,千 曲川流域および松本 ・諏訪盆地に分布す る。集落内に

おける建物の構成は小地域単位によって異なる。松本市県町遺跡,宮 淵遺跡,岡 谷市海戸遺跡,

佐久市北西の久保遺跡では竪=穴住居趾のみで構成 される。県北部の飯山市上野遺跡,小 泉遺跡

では竪穴住居趾 と掘立柱建物趾で構成される。小泉遺跡においては,地 形の単位毎に両者の比

率が異なっている。一方,中 野市栗林遺跡ではA区 とD区 での構成が異なり,A区 が竪穴住居

趾のみで構成 され,るのに対 し,D区 では掘立柱建物趾のみによって構成される。A区 が古相,

D区 が新相 を示す。

現状では,栗 林様式の集落における居住想定が可能な建物の構成は長野県北部では竪穴住居

趾 と掘立柱建物趾の混在化が確認でき,南 部の松本,諏 訪,佐 久盆:地では竪穴住居趾のみの構

成 となる。一方,周 囲に溝を備 えた平地式建物趾は長野県では松原遺跡,榎 田遺跡例が唯一で

あるが,石 川県から新潟県では弥生時代中期から古墳時代の住居構造 として普遍的にみられる。

柏崎市下谷地遺跡では平地式建物趾 と掘立柱建物趾の構成 をとるが,こ の:構成は北陸地方の弥

生時代中期後半の建物構成 としてかなり普遍性 をもつ らしい(註2)。 松原遺跡,榎 田遺跡に

み られる平地式建物趾,掘 立柱建物趾の系譜について考えなければならない。

IVお わ りに

上信越 自動車道は更科の本拠地である塩崎,篠 ノ井 を抜け,千 曲川を渡 り河東山系眼下,埴

科か ら高井に展開する自然堤防上の遺跡を串指 しにした。㈲長野県埋蔵文化財センターは河東
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第4図 弥生中期面の遺構群
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地域の栗林期の遺跡 として,更 埴市大穴,屋 代,長 野市松原,川 田,春 山B,榎 田遺跡を調査

した。私 どもは個 々の遺跡の整理作業は もちろんのこと,河 東地域 に展開す る遺跡間ネ ッ ト

ワー ク,ひ いては栗林様式圏を視野に整理作業 を行わねばなるまい。次年度か らは石製品整理

作業が開始 される。河東地域のネットワー クにおける松原遺跡の位置がさらに明確 となること

だろう。

註1SKは 土墳をSBは 竪穴住居趾を示す

註2田 嶋明人1991年 「北陸の掘立柱建物」『弥生時代の掘立柱建物』埋蔵文化財研究会


